
 

 

 

 

 

産業環境委員会報告資料 
 

 

令和８年１月２２日 
 

報告事項件名 頁 

（１） 海外販路拡大支援事業の進捗状況について・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
２ 

（２） 海外販路拡大支援事業の今後の方針について・・・・・・・・・・・・・・・・・ ５ 

（３） 令和７年度緊急経営資金（原油価格・物価高騰対策資金）の受付状況について・・ ７ 

（４） 令和７年度区内中小企業人材採用支援助成金の受付状況について・・・・・・・・ １１ 

（５） 消費喚起策の進捗状況について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １４ 

（６） 第２６期足立区農業委員会委員の募集について・・・・・・・・・・・・・・・・ １７ 

（７） 「巡って探せ！千住宿の秘宝」の開催結果報告について・・・・・・・・・・・・ １８ 

（８） 令和８年度「光の祭典」事業者選定プロポーザルの実施について・・・・・・・・ ２４ 

（９） 「舎人公園千本桜まつり」の開催について・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ２６ 

 

（産業経済部） 



2 
 

産 業 環 境 委 員 会 報 告 資 料 

令和８年１月２２日 

件  名 海外販路拡大支援事業の進捗状況について 

所管部課名 産業経済部 産業政策課 

内  容 

 令和３年度から実施している海外販路拡大支援事業の進捗及び課題につい

て報告する。 

１ 令和７年度の香港商談会の状況 

（１）開催期間等 

令和７年１０月２３日・２４日の２日間、バイヤーを招聘しての商談会 

形式 

（２）商談数等実績 

ア 足立区参加事業者 １０社 

イ 来場バイヤー等 ３４社 

日系百貨店、輸入関連会社、大手商業施設等ディベロッパー等 

ウ 全商談件数 １３１件 

参加事業者１社平均の商談数１３件（最少１２件、最多１６件） 

エ 成約見込（令和７年１２月１日時点） 

成約見込は１５件、約 7,500 千円。主な内容は以下のとおり。 

① 百貨店から、デザインや機能に優れた樹脂製食器のまとまった量 

の発注について条件調整中 

② 牛乳パックアップサイクル商品については、イベント会社など複 

数のバイヤー等とコラボや別注のサンプル制作等が進行 

③ きな粉について、日本製品輸入関連会社が発注 

【商談会の様子】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



3 
 

（３）参加した区内事業者の主な振り返り内容 

評
価
で
き
る
点 

① 展示会よりも、特徴など丁寧に説明することができた。 

② 先方からこだわりなど率直に質問され関心の高さを実感した。 

③ 香港の通常の掛け率に合わせて、事前に価格交渉用のプライスリ

ストを作成し、上手く活用できた。 

④ 双方で「どう売るか」という具体的な話まででき、商品導入イ 

メージを持ってもらえた手応えがある、本当に中身のある商談。 

課
題
点 

① 先方の輸入形態が多様で条件等も異なるため、スピーディかつ柔

軟な対応が課題。 

② 「取引のしやすさ」や「導入後のイメージ」までを含めて提案す

ることが重要。 

③ 「日本ブランド」にニーズがあるので、海外を視野に、国内でブ

ランドを築く必要を感じた。 

（４）来場バイヤー等からの主なフィードバック 

ア 約９０％のバイヤーが商談に満足している。 

イ 興味を持った理由は、質の高さ、商品コンセプトを多く挙げている。 

ウ 商談相手に長期的な関係構築を求めるバイヤーが最も多い。 

（５）商談会後のフォローアップ状況 

ア 足立区参加事業者１０社にヒアリングを実施し、フォローアップの優

先順位や必要なアプローチを整理した。継続的にサポートしていく。 

イ 催事開催、インフルエンサーの工場見学など、複数社まとめて進める

方が有効な案件は、個社の商談ではなく事業内でとりまとめていく。 
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２ これまでの海外販路拡大支援事業の成果・課題 

（１）成果と課題のまとめ 

令和３年度から実施してきた当事業について、各社の進捗状況を踏まえ以

下の５つの観点で達成状況と課題について整理した。 

項目 達成状況 課題 

商品開発及び

ブランディン

グに関して 

ブランディングによってス

トーリーや価値を伝えること

が取引成否に影響する中で、多

くの事業者が、海外バイヤーを

集められる商品の開発・改良、

自社ブランドの立上げを達成

した。 

参加当初、自社ブランド

として確立しておらず、ブ

ランディングに時間がか

かるケースが多かった。取

り組みやすい国内でのブ

ランディングを優先する

などが今後求められる。 

費用対効果に

関して 

令和６年度までの４年間費用

89,238 千円 

延べ支援社数５４社 

展示会出展・商談会等１４回 

現時点で費用対効果や

販路開拓の進捗には課題

がある。販路開拓には３～

５年の時間がかかること

に加え、コロナで本格出展

が令和５年度からになっ

たことも影響した。 

今回の商談会でも「長期

間の関係構築」を求めるバ

イヤーが多いため、各社が

時間をかけて取組む必要

がある。 

売上概算 26,600 千円 

（関連売上含む） 

海外販路開拓

の状況 

現地で販路開拓が進みつつ

あるのは３社である。 

その他３社は、今年度の商

談会で、今後に向けて重要な

実績を得る見込み。 

参加事業者の

自走の可能性

に関して 

継続参加したほとんどの事

業者が、獲得したノウハウや

現地パートナーとの連携によ

り、自走での海外販路開拓に

取り組めるようになった。 

自走できる事業者には、

出展コストの負担軽減や

相談先の確保によって、海

外展開を後押しすること

が必要。 

区内他事業者

へのノウハウ 

展開について 

この事業のノウハウをブッ

クにまとめ区内事業者に配布

するとともに、令和５年度以

降は、ジェトロ等を招いたセ

ミナーによりノウハウを展開

できた。 

機運醸成を図ってきた

が、新たに海外展開を目指

す事業者がいないのが実

情。 

これらの課題を踏まえ、次年度以降の方針を設定する。 
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産 業 環 境 委 員 会 報 告 資 料 

令和８年１月２２日 

件   名 海外販路拡大支援事業の今後の方針について 

所管部課名 産業経済部 産業政策課 

内   容 

 令和３年度から実施してきた海外販路拡大支援事業について、これまでの

事業の課題等を踏まえ、令和８年度以降の方針について報告する。 

 

１ 海外販路拡大支援事業の終了 

理由（１）コロナの影響で活動が制限された期間を除いても、概ね３年

間は、伴走支援により機会を提供し、自走準備を進めてきた

ため。 

理由（２）事業内で実施してきた集団での出展では、商材によって展示

会との親和性に差があり、また各社が商品の優位性やデザイ

ン性をＰＲしにくい、という課題があるため。 

理由（３）国内市場で商品のブラッシュアップが進み、新たに、本格的

に海外挑戦を目指す事業者がいないため。 

 

２ 今後の支援の方向性について 

（１）海外挑戦経験値等に応じた支援策 
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① 海外挑戦や見本市出展の経験があり、商品完成度が高い事業者 

→国外見本市出展助成事業による支援 

自走段階では、集団出展より各社が適した出展先を選択した方が有

効である。専門機関や専門家等との連携によって、出展者が相談で

きる先を確保し国外見本市出展助成事業によって海外展開を支援し

ていく。 

② 海外挑戦や見本市出展の経験は少ないが、商品完成度が高い事業者 

→ジェトロ等への橋渡しにより支援 

国の専門機関であるジェトロ等が行う、初めての海外挑戦を支援す

る仕組みなどを紹介する。 

③ 商品の完成度を高める必要がある事業者 

→国内販路事業などで初期段階のブラッシュアップを手厚く支援 

商品価値が十分伝わる自社ブランドを確立している事業者は多くな

いため、コスト面などから取り組みやすい国内市場でブラッシュ 

アップやブランドの確立、販路の開拓を支援する。 

（２）今後の事業の周知について 

   各社が経験や商品・ブランドの完成度に応じて適した事業を選択でき

るよう生活産業広報紙「トキメキ」等を通じて周知していく。 
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産 業 環 境 委 員 会 報 告 資 料 
令和８年１月２２日 

件   名 
令和７年度緊急経営資金（原油価格・物価高騰対策資金）の受付状況につ

いて 

所管部課名 産業経済部 企業経営支援課 

内   容 

 

原油価格・物価高騰対策資金である緊急経営資金の受付件数等、融資実行状

況の令和７年１２月末までの実績について、以下のとおり報告する。 

 

１ 緊急経営資金等受付件数 

月 緊急経営資金 
セーフティ 

ネット４号 

セーフティ 

ネット５号 

令和２年３月 ８３９件 １４０件 ３３件 

令和２年度 ５,０１３件 ５,６４９件 １,１０５件 

令和３年度 ２,３２７件 １,４６２件 １４９件 

令和４年度 ３,７９５件 １,６１４件 ８３件 

令和５年度上半期 １,２９５件（１８６件） ６４１件 ３５件 

令和５年度下半期 １,８００件（３８４件） ２６６件 ３９件 

令和６年度上半期 ７３３件（１８０件） １３５件 １８件 

令和６年度下半期 １,１１４件（１７４件） － ６件 

令和７年度上半期  ８４９件（１０２件） － １件 

１０月 １２９件 （１９件） － １件 

１１月  １３２件 （１７件） － 1 件 

１２月 １４４件 （１５件） － ３件 

計 １８，１７０件（１，０７７件） ９，９０７件 １，４７４件 

 ※ 令和４年８月１日から、１,０００万円から２,０００万円への融資上 

限額の引き上げを実施 

※ （）内の数値は ＊緊急経営資金（特別借換）のあっ旋件数 

＊ 緊急経営資金（特別借換）とは、物価高騰等で区の緊急経営資金 

の返済に苦慮している区内事業者のため、新たに「保証料の全額補 

助」「据置期間の設定」「借換え元の元金の返済を求めない」という 

３つのメリットを付与し、令和５年８月１日から実施している借換 

え制度。金融機関に対し、申請時に事業者の強み弱み等を分析し、 

今後の経営に活かしていく「ＳＷＯＴ分析・事業性評価シート」の 

提出を必要とし、伴走支援を促している。 
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（１）セーフティネットの各申請期限について 

セーフティネット５号は令和７年１２月３１日から令和８年３月３１ 

日まで延長された。セーフティネット４号は、令和６年６月３０日をもっ 

て終了した。 

※ セーフティネットとは 

様々な突発的事由によって経営が困難（売上高等が減少）となった中 

小企業者を対象に、信用保証協会が通常の保証限度額とは別枠で保証を 

行うもの。市区町村が認定する。 

【セーフティネット４号】 

自然災害等の突発的災害を対象として全都道府県を指定。原則として 

直近１か月間及び直近３か月間の売上高等が前年同月と比べて２０％ 

以上減少している場合保証協会が債務の１００％を保証する。 

【セーフティネット５号】 

全国的に業績が悪化している業種を指定。原則として最近３か月間の 

売上高等が直前同期の３か月間と比べて５％以上減少している場合、保 

証協会が債務の８０％を保証する。 
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２ 融資実行件数等  

月 融資実行件数 実行金額 信用保証料補助額 

令和２年３月 ２４件 １８５,５００千円 ４,８３５千円

令和２年度 ４,９４７件 ３２,８３１,７９０千円 ８６０,０４０千円

令和３年度 １,９２９件 ９,５８２,９２０千円 ２２９,３８４千円

令和４年度 ３,４５８件 ２５,６７６,８５０千円 ６１６,３０９千円

令和５年度上半期 
１,３４０件 

（５件） 

１１,００９,７２０千円 

（３２,０００千円） 

２５６,２８９千円

（７１６千円）

令和５年度下半期 
１,３８０件 

（４００件） 

１１,５４９,９２６千円 

（３,９７７,５２６千円） 

２５５,２５８千円

（１０１,８４８千円）

令和６年度上半期 
１,１５５件 

（２４４件） 

９,７３９,２１９千円 

（２,６２２,５５９千円） 

２２２,４２０千円

（６６,２５１千円）

令和６年度下半期 
７９１件 

（１３９件） 

６,１１６,６３０千円 

（１,４７６,４４０千円） 

１４１,０１２千円

（３５,５５３千円）

令和７年度上半期 
９６６件 

（１３６件） 

８,０５６,０９０千円 

（１,５６８,３６０千円） 

１７５,５３６千円

（３８,７３８千円）

１０月 
１５３件 

（１３件） 

１,２７７,２００千円 

（１２３，０００千円） 

２７,０４０千円

（３,７７０千円）

１１月 
１０７件 

（１３件） 

８８２,５００千円 

（１８０,０００千円） 

１９,３９６千円

（４,７１２千円）

１２月 
１２２件 

（１３件） 

９０２，３００千円 

（１４９,６００千円） 

２０，００３千円

（４,４６０千円）

計 
１６,３７２件 

（９６３件） 

１１７，８１０，６４５千円 

（１０，１２９，４８５千円） 

２，８２７，５２２千円

（２５６，０４８千円）

 ※ （）内の数値は緊急経営資金（特別借換）の実行件数、実行金額及び信

用保証料補助額 
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３ 今後の方針等 

令和７年４月から１２月の申請数は１，２５４件で月平均約１３９件であ

り、昨年度の同時期と比較してやや増加している。今後も金融機関から米国

関税の影響や経済状況等をヒアリングしつつ、引き続き区内事業者に対し丁

寧な支援を行っていく。 
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産 業 環 境 委 員 会 報 告 資 料 
令和８年１月２２日 

件   名 令和７年度区内中小企業人材採用支援助成金の受付状況について 

所管部課名 産業経済部 企業経営支援課 

内   容 

区内中小企業等の人材不足解消を目的として開始した区内中小企業人材採

用支援助成金の令和７年度受付状況について、報告する。 

 

１ 助成内容 

年度 令和７年度 

対象 区内中小企業及び個人事業主 

対象経費 
① 求人サイトや有料求人情報誌等への掲載費用 
② 人材紹介事業者を仲介し、雇用した際に発生する経

費（成功報酬） 

助成額上限 
① 求人広告 ４０万円 
② 人材紹介 ６０万円 

助成率 １／２ 

予算額 １８１，０２９千円 

申請期間 
令和７年４月～ 
令和８年１月末 

申請条件 
実績報告書提出の６ヶ月後に人材の定着状況を必ず報 
告。報告がなかった場合、報告期限の属する年度の翌 
年度以降の申請不可（要綱に規定） 

備考 申請は年度内１回のみ 

 
２ 月別申請状況（令和７年１２月末現在） 
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申請件数内訳 交付決定額 

求人広告 
（件） 

人材紹介 
（件） 

両方 
（件） 

合計 
（件） 

合計 
（千円） 

4 月 72  6 0 78 26,921 

5 月 37  4 0 41 13,120 

6 月 31 10 0 41 14,644 
7 月 27  7 0 34 12,035 
8 月 20  2 1 23  5,984 
9 月 15  9 0 24  8,438 
10 月 17 10 0 27 10,420 
11 月 14  3 0 17  5,356 
12 月 11  4 0 15  4,554 

合計 244 55 1 300 101,472 
 

※ 予算額に対する交付決定割合：56％（当初予算額 181,029 千円） 
 

３ 業種別申請及び実績件数（令和７年１２月末現在） 

（１）求人広告（採用率順） 

※ 求人掲載終了後、実績報告書の提出があった件数 
    ※ １件は両方（求人広告と人材紹介）での申請だったが、人材紹介の 

分が取り下げられたため、求人広告の中に計上。 
 
（２）人材紹介（申請件数順）               

業種 
申請 
件数
（件） 

実績報告 
件数 

※１（件） 

採用件数 
※２（件） 

採用人数
（人） 

サービス業 17 11 11 12 
介護（社会福祉法人等は
除く） 

13 11 11 12 

製造  7  7  7  7 
土木・建築・建設等  5  5  5  7 

飲食  4  3  3  4 

小売業  4  3  3  4 

医療（医療法人等は除く）  3  3  3  3 
運輸・運送・物流  2  1  1  1 

合計 55 44 44 50 

業種 
申請 
件数
（件） 

実績報告 
件数 ※ 
A （件）  

採用 
件数 B 

（件） 

採用 
人数
（人） 

採用率 
B／A（％） 

製造 25 16 13 22 81 
サービス業 42 16 12 27 75 
小売業 25 12  9 12 75 
飲食 14  9  6 19 67 
土木・建築・建設等 89 36 20 47 56 
運輸・運送・物流 44 26 12 33 46 
介護（社会福祉法人等
は除く） 

 5  3  1  1 33 

医療（医療法人等は除く）  1  1  0  0  0 

合計 245 119 73 161 61 
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※１ 人材紹介会社を利用して求職者が入社した後、実績報告書の提出 

があった件数 

※２ 人材紹介は、内定後の申請となるため採用率は１００％となる。 

 

４ 定着状況の報告（令和７年１２月末現在） 

  実績報告書提出６ヶ月後に、定着状況の報告を依頼。 

なお、定着状況は、採用から６ヶ月後時点。 
 
（１）定着状況（企業数ベース） 

報告月 対象 報告 
採用出来た
企業数 

全員就労
継続中 

一部就労
継続中 

全員退職 

１１月  ４件  ４件  ４件 ３件 ０件 １件 

１２月  ８件  ８件  ７件 ６件 １件 ０件 

合計 １２件 １２件 １１件 ９件 １件 １件 

 
（２）定着状況（採用者ベース） 

 

（３）退職の主な理由 

   ① 自己都合による退職 

② 勤務態度に問題があったことによる退職勧奨 

 

５ 今後の方針等 

（１）年度内の申請可能回数を複数回とすることについて、令和８年４月か 

  らの導入に向けて要綱や運用等を整備していく。 

（２）引き続き、助成金交付の６ヶ月後に必ず定着状況を報告してもらい、 

定着状況の把握に努めるとともに、企業側の要望を聴き取り、来年度以 

降の人材採用や定着などの制度構築に活かしていく。 

（３）本助成金を活用してもなお、採用や定着に悩む企業に対し、「区内中小 

企業人材確保支援事業」の人材確保コンサルティング支援を案内するこ 

とで、採用及び定着の向上を図っていく。 

 採用者数 就労継続中 退職（うち雇用期間満了者） 

正社員 ８人 ７人 １人（０人） 

パートアルバイト ６人 ５人 １人（０人） 
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産 業 環 境 委 員 会 報 告 資 料 

令和８年１月２２日 

件   名 消費喚起策の進捗状況について 

所管部課名 産業経済部 産業振興課 

内   

容 

 消費喚起策について、その進捗状況を報告する。 

 

１ 足立区プレミアム商品券（PayPay 商品券） 

（１）事業概要 

購入・ 

利用期間 
令和７年１２月１０日～令和８年３月１０日 

参加要件 区民のみ・先着 

商品券 

利用先 

対象店舗：区内の PayPay 加盟店舗のうち、大手事業者（資

本金 5,001 万円以上の法人が運営する店舗及び FC 店舗）を

除く、足立区が指定した店舗 

Ａ券：対象店舗全店で使用可能 

Ｂ券：対象店舗のうち、従業員数 1,000 人未満の店舗での

み使用可能 

ﾌﾟﾚﾐｱﾑ率 30% 

1 セット 4,000 円で 5,200 円分 

（Ａ券 2,600 円、Ｂ券 2,600 円） 

ﾌﾟﾚﾐｱﾑ額 12 億円 

購入限度 1 人 10 口まで 

発行口数 100 万口 

区民への 

周知 

①あだち広報 11 月 25 日号（ｷｬﾝﾍﾟｰﾝ開始周知） 

②生活産業広報紙「トキメキ」12 月号（ｷｬﾝﾍﾟｰﾝ開始周知） 

③町会・自治会掲示板へポスター掲出 

④区内公共施設や、区内イベントでチラシ配布 

（２）常設サポート窓口 

ア 開設期間 

  令和７年１０月２７日～１２月１９日 

イ 利用状況（令和 7年１２月１９日終了） 

    平均利用者数 ２１１人／日  

※ 全７か所 

ウ 利用者からの主な質問・対応 

（ア）対象店舗の一覧はあるか 

（イ）本人確認の操作方法 

（ウ）商品券の購入サポート 
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（３）キャンペーン利用状況（１月１４日時点） 

  項目 実績 総数 割合 

購入ユーザー数 60,840 人 ― ― 

購入口数 51.3 万口 100 万口 51.3% 

購入金額／発行総額 26.6 億円 52 億円 51.1% 

購入総額に対する使用率 

15.0 億円 

26.6 億円 56.3% 

発行総額に対する使用率 52 億円 28.8% 

キャンペーン経過日数 36 日 91 日 
39.5% 

※残り 55日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

販売開始日に全体の１７．９％が購入された。１月１４日時点で、全体の

５１.３％の商品券が購入されている。 
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キャンペーン開始後の購入割合推移



16 
 

２ 第５回レシート de 商品券事業 

（１）キャンペーン内容 

ア ㊗スタンプが押された９００円以上（税込）の２店舗以上のレシート 

９枚で、区内共通商品券３,０００円分をプレゼント。 

イ 本事業登録店には、協力金として１０,０００円を支給する。 

（２）事業概要（予定） 

店舗募集期間 

令和８年２月１２日～５月１３日 

※登録店一覧（紙）掲載は令和８年３月１０日まで 

※前回登録店へＤＭ発送するほか、生活産業広報紙『ト

キメキ』（２月号に掲載）やＳＮＳにて募集する 

区民への周知 

① あだち広報４月２５日号 

② 区民事務所、住区センター等へチラシ配布 

③ 町会・自治会掲示板へポスター掲出 

④ ＨＰ、ＳＮＳ 等 

申請セット配布 

（申請書・封筒） 

令和８年４月上旬 

（配布場所は、区役所、区民事務所、住区センター、

登録店舗 等） 

商品券プレゼント ３，０００円 

キャンペーン期間 令和８年４月２７日～６月１６日 

申請受付期間 令和８年４月２７日～６月２３日（消印有効） 

商品券発送期間 令和８年５月１０日～８月３０日 

協力金振込期間 令和８年７月 

 

３ 今後の予定 

（１）プレミアム商品券（PayPay 商品券）は、残りの販売口数を把握し、予定

販売枚数に到達した場合は事業終了の周知を行う。 

（２）第５回レシート de 商品券事業は、事業開始に向け、申請セットの配布

準備を行う。 
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産 業 環 境 委 員 会 報 告 資 料 

令和８年１月２２日 

件   名 第２６期足立区農業委員会委員の募集について 

所管部課名 産業経済部 産業振興課 

内   容 

 第２６期足立区農業委員会委員の委員募集について報告する。 

 

１ 対象 

  令和８年７月２０日（月）時点において満１８歳以上の方で、法令等上兼

職が禁止されている職についていない方 

 

２ 業務内容 

  農地の転用、農地の無断転用の防止・解消など農地法等に基づく農業委員

会の権限に属する事項のほか、農地利用の集積・集約化、耕作放棄地の防止・

解消に関する審議など 

 

３ 任期 

  令和８年７月２０日（月）から３年 

 

４ 報酬 

  ４７，０００円（月額） 

 

５ 募集人数 

  １１人 

 

６ 選考 

  足立区農業委員会委員候補者選定委員会による審査（第一次＝書類選考、

第一次選考通過者のみ面接） 

 

７ 選定委員会委員 

  外部委員３名、内部委員（区管理職等）２名の計５名 

 

８ 申込 

（１）所定の推薦書（個人・団体等用）、申込書に必要事項を記入のうえ、区へ

簡易書留で郵送または持参 

（２）期限：令和８年２月１７日（火）から３月１８日（水）必着 

 

９ 今後の方針等 

  あだち広報２月１０日号に募集記事を掲載 
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産 業 環 境 委 員 会 報 告 資 料 
令和８年１月２２日 

件   名 「巡って探せ！千住宿の秘宝」の開催結果報告について 

所管部課名 産業経済部 産業振興課、一般財団法人足立区観光交流協会 

内   容 

 令和７年９月１２日から１２月１２日まで実施した千住宿開宿４００年回遊

イベント「巡って探せ！千住宿の秘宝」の開催結果について、以下のとおり報告

する。 

１ 実施概要 

（１）目的 

区民の方だけでなく、これまで千住地域に来訪することのなかった方に

も訪れてもらうことで、地域経済の活性化や区の好感度向上を図り、千住

地域が今後も来訪先として選ばれる街になることを目的に開催する。 

（２）内容 

千住宿開宿４００年をテーマとした世界観の中で、参加者はロールプレ

イングゲームの主人公となって、宝探しを含めたクエスト形式で実際に千

住地域を巡る７７種類のクエストを実施。 

ア 「千住の琳派」を題材とした宝探しクエスト２コース 

イ 千住の歴史や文化を知る知識クエスト１５種類 

ウ 店舗指定の商品購入や特定のメニューの飲食、その他体験など 

 店舗クエスト５０種類 

エ 千住地域のイベントと連携した期間限定クエスト１０種類 

（３）賞品 

宝箱発見やクエストをクリアするごとにポイントを加算し、累計ポイン

ト数に応じて、区内製品を含む多彩な賞品に応募できるよう設定。２６種

類の賞品を合計９９名の当選者に 1月末までに配送。 

２ 実施結果 

登録者数     ４，３６７人 

延べ参加者数  ８６，８９１人 

賞品応募者数 １，３５０人 

（１）目標達成状況 

目標登録者数５、０００人、延べ参加者数１００，０００人に対し、登録

者数、延べ参加者数ともに８７％の結果で目標数には及ばなかったが、イベ

ント期間中、千住の街中では参加冊子を持った方が多く見られた。  

（２）費用 

   総事業費３４，９８７千円 

   （登録者一人当たり８，０１２円、延べ参加者一人当たり４０３円） 

（３）平均消費単価 

   一人当たりの平均消費単価５，８９４円 

 



19 

 

３ 事業ＰＲについて 

（１）イベントの区外ＰＲ 

開催地であり、多くの利用者の方がいる北千住駅を核とした交通広告と、

インターネット広告等を組み合わせて効果的な区外ＰＲを行い、来街を

促進した。 

ア 北千住駅を通る５路線（東武スカイツリーライン、東京メトロ千代田

線・日比谷線、ＪＲ常磐線、つくばエクスプレス）と日暮里・舎人ライ 

ナーに車内広告の掲載、北千住駅を含む各駅へのポスター掲出、東武スカ

イツリーライン北千住駅サイネージ、スマイルビジョン放映 

イ イベント期間中のＳＮＳ動画広告で若い世代への発信を強化 

ウ 千住宿開宿４００年特設サイトへの掲載と、協会公式インスタグラム

への投稿 

エ イベント開始時告知に加え、残り期間１か月のタイミングで体験レ 

ポートをプレスリリース 

（２）参加冊子配布場所 

区役所アトリウム、千住街の駅、各区民事務所、区内各駅、図書館等の区

内施設、区内大学・高校、都庁、クエスト先、観光交流協会関連イベント等

約３００か所 

（３）参加冊子配布数        

４０，０００冊   

※ 別途イベント周知チラシ約５，０００部とポスター２００部を区内施

設、都内観光案内所等に配布したほか、全小中学に開催情報をＣ４ｔｈ 

ｈｏｍｅで配信 

（４）ＹｏｕＴｕｂｅ広告１５秒動画再生回数 

   １７９，６５５回 

（５）体験例インスタグラム投稿 

   いいね２００件（ビュー１．１万件以上） 

 

４ アンケート結果 

  賞品応募時のアンケート回答の集計結果から抜粋ｎ＝１，３５０ 

（１）お住まいの地域 

都道府県 人数 割合 

足立区内 ７０９ ５３％ 

東京２３区(足立区外)   ２５６ １９％ 

東京都（２３区外）    ６５ ５％ 

埼玉県  １１７ ８％ 

千葉県 ９７ ７％ 

神奈川県    ７０ ５％ 

茨城県   １０ １％ 

その他 ２６ ２％ 
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（２）参加されていかがでしたか？（満足度） 

  「とても満足」「満足」と回答した人が合計で９７％を超えている。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）ご自身でいくらくらいお金を使われましたか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）今回知った歴史文化、好きになった場所 

   当イベントをきっかけに、新たに知った場所や内容を回答された方が多

い。区内の方は具体な場所を回答された一方、区外の方は千住全体の事を

回答される方が多かった。 

 施設名/内容 コメント概要 

区
内 

お化け煙突 
子どもたちは生活の授業で習ったらしく、実際にそ

の場所に行き喜んでいた。 

仲町の家 はじめて訪問したが、とても素敵だった。 

銭湯 

雰囲気のある銭湯がたくさんあり、賑わっているの

を初めて知った。千住の一部にしか来たことが無 

かったんだと気づいた。 

柳原千草園 

宝探しクエストで行ったがすごく綺麗でお気に入

りのスポットになった。宝箱に紅葉が映ってとても

素敵なところにあった。 

 

 

 

消費金額 人数 割合 

２万円以上 ７９ ６％ 

１万円～２万円未満 １３５ １０％ 

５千円～１万円未満 ３１５ ２３％ 

２千円～５千円未満 ４６７ ３５％ 

千円～２千円未満 １９５ １４％ 

千円未満 １２４ ９％ 

使わなかった・未回答 ３５ ３％ 
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 施設名/内容 コメント概要 居住地 

区
外 

河原町稲荷神社 
大きな狛犬に驚いた。紅葉と合わせ

て良い撮影スポットだった。 
練馬区 

千住の歴史・商店街 

千住が宿場町だった事や歴史に名を

遺す人々の関わりを知ったり、史跡

が商店街にあるのが面白かった。 

練馬区 

千住のイメージ 

飲み屋街だと思っていた千住のイ 

メージがガラリと変わった。奥の細

道の出発地、お化け煙突のモニュメ

ント、千草園など、また訪れたい。 

葛飾区 

千住の歴史・文化 
歴史や文化に関して初めて知ること

ばかりだった。 
墨田区 

足立市場・地口行灯 
足立区に市場があることや、地口行

灯の存在を初めて知った。 
府中市 

千住のイメージ 

乗り換えで使うことが多かったが、

銭湯がたくさんあったり、休日には

イベントが開催されていることを知

り、楽しかった。 

千葉県 

流山市 

地口行灯・商店街 

行灯を見ながら商店街をぶらぶら歩

くのが楽しく、美味しいお店も多く

て何度も行きたくなった。 

神奈川県 

横浜市 

千住の歴史 

歴史的な場所だと思っていなかった

ので新鮮だった。「やっちゃ場」とい

う言葉を初めて知った。 

埼玉県 

春日部市 

 

（５）千住にまた来たいと思いますか？ 

ア 全体 

「また来たい」「機会があれば来る」と回答した人は全体で９３％を超 

えている。 
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イ 区外の方６４１名 

「また来たい」「機会があれば来る」と回答した人は全体で９８％を超 

えている。 

 

（６）イベント参加前後の足立区の印象について教えてください。 

   印象が「良い」と回答した人が、イベント参加後に２８％増加した。 

ア 参加前                

 

 

 

 

 

 

 

イ 参加後 

 

（７）参加前後の印象の変化の理由・全体の感想 

足立区の印象が向上したと答えた方の中で、区内の方は歴史を知り愛着

を増した方、区外の方はニュース等から思う悪い先入観が変わったと答え

た方が見受けられた。 
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 印象の変化 印象の変化の理由/感想 

 

 

 

 

区

内 

ふつう→良い 
まだまだ新たな魅力がたくさんあることを知り、千住が

より好きになった。区外の友達を呼んで街歩きしたい。 

ふつう→良い 

こんなにたくさんのお寺や神社、お店があるのを知らな

かった。街の歴史や文化を知ることができて、愛着が湧

いた。足立区は間違いなくいい方向に向かっていると思

う。 

ふつう→良い 

千住宿という他にはない歴史の遺産が身近にあること

を改めて知ることができたし、千住エリア全域を使って

の謎解き街歩きはとても充実して面白く楽しかった。ま

た千住でこのような街歩きイベントを期待したい。 

 

 印象の変化 印象の変化の理由/感想 居住地 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区

外 

悪い→ふつう 

なんとなく治安があまり良くないイメージ

があったが、街並みも綺麗で落ち着いた場

所もあればお店が活気に満ちている場所も

あり、住みやすそうだなと感じた。気にな

る飲食店を今回のイベントでたくさん見つ

けたので、是非今度行きたいと思う。 

荒川区 

悪い→良い 

散歩がてら参加したが、無料でここまで楽

しめると思わず良い意味で期待を裏切られ

た。景観が良い場所が多く楽しかった。次

回も千住エリアの周遊イベントがあれば是

非参加したい。 

文京区 

ふつう→良い 

 

今話題になることの多い千住だが、若者文

化と歴史を感じさせるところが合わさった

ところにとても魅力を感じた。ありとあら

ゆるお店があって、ゆっくり巡ってみたい。 

練馬区 

ふつう→良い 

２３区の中では特に注目したことがなかっ

たが、イベントを通して足立区の良さ、人

のあたたかさに触れられた。歩いていてお

店がたくさんあり楽しく、都心で無いよう

な自然も多くて住みやすそうな街。移住の

候補地としてまた来たい。 

小金井市 

 

５ 今後の方針等 

実施結果を踏まえ、千住において人気が高かったスポットや店舗を分析

し、ＰＲ等に活かしてゆく。今後謎解きイベントを開催する際は、適切な範

囲や期間、料金の有無、対象者や手法等をさらに検討する。 
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産 業 環 境 委 員 会 報 告 資 料 

令和８年１月２２日 

件   名 令和８年度「光の祭典」事業者選定プロポーザルの実施について 

所管部課名 産業経済部 産業振興課、一般財団法人足立区観光交流協会 

内   容 

 「光の祭典」において、イルミネーションの企画力等に優れた事業者と契

約し、区内外にＰＲできる観光イベントとするため、公募型プロポーザル方

式による事業者選定を行う。 

 

１ 委託業務内容 

（１）「光の祭典」におけるイルミネーションの企画、付随したアトラク 

ションの企画・運営、電飾やオブジェ等の作製、設置及び撤去 

（２）期間中に実施するイベント出店テントへの電気配給等 

 

２ 提案限度価格について 

（１）今回の提案限度価格（予定） 

６１，０００，０００円（消費税込） 

（２）前回（令和５年３月）の提案限度価格 

 ４２，０００，０００円（消費税込） 

（３）主な増額の理由 

項目 理由 増額内訳 

人件費 
施工、保守管理等スタッフの 

単価高騰及び人数の増等 
約９５０万円 

資材費 ＬＥＤ、ケーブル等の単価高騰等 約６２０万円 

工事費等 
施工・運営経費、重機レンタル等

の高騰等 
約３３０万円 

 

３ 選定委員会委員（予定） 

  外部委員３名、内部委員（区管理職）２名の計５名 

 

４ 今後のスケジュール（予定） 

２月上旬 
第１回事業者選定委員会 

公募関係書類等の決定 

３月中旬 
第２回事業者選定委員会 

参加表明書審査、提案事業者の決定 

４月下旬 
第３回事業者選定委員会 

提案書審査、提案書の特定 

６月以降 契約締結 
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５ 今後の方針等 

（１）前回（令和５年３月下旬～５月下旬に選定委員会実施）の参加事業者

は、１者のみであった。今回は、募集期間を約１か月前倒しすることに

より、事業者の参加障壁を低くする。 

（２）民間主催を含めた他のイルミネーションを手掛けている事業者に、事

業者公募実施の連絡を行い、複数の事業者が参加するよう努めていく。 
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産 業 環 境 委 員 会 報 告 資 料 

令和８年１月２２日 

件   名 「舎人公園千本桜まつり」の開催について 

所管部課名 産業経済部産業振興課、一般財団法人足立区観光交流協会 

内   容 

 舎人公園が桜の名所であることを広くＰＲし、区内外からの来街者を増や

すため、以下のとおり「舎人公園千本桜まつり」を開催する。 

 

１ 実施概要 

（１）開催日 

令和８年３月２８日（土）、２９日（日） 

（２）会場 

都立舎人公園 

（３）共催 

東京都建設局、東京都交通局、（公財）東京都公園協会 

（４）実施内容（予定） 

ア ＰＲ展 

区、共催団体、関係団体（警察、消防等）等 

イ 物産展・模擬店 

足立成和信用金庫、北足立市場協会、地元町会・自治会等 

※ 飲食物の調理・販売における保健所ルールの遵守を徹底する。 

ウ その他 

コンサートステージ（公園協会主催）、子ども用遊具（ふわふわス 

ライダー等）の設置、大道芸人によるパフォーマンス等 

 

２ 今後の方針等 

（１）令和７年３月実施時に、常設トイレの待ち時間が、場所により非常に

長くなってしまったため、混雑していないトイレへの誘導を行うととも

に、仮設トイレを初めて設置する。合計１０～２０基程度の設置に向

け、（公財）東京都公園協会と詳細について調整していく。 

（２）共催団体や警察、消防等関係機関との調整を滞りなく行っていくとと

もに、地元団体や足立成和信用金庫関係の出店者等に、衛生面を含めた

出店ルールの説明を丁寧に行い、事故なく円滑に開催できるよう準備を

進めていく。 

（３）町会・自治会等地元団体の出店について、舎人・伊興・鹿浜区民事務

所の地域団体への声かけを、引き続き行っていく。 

（４）リユース食器の利用団体が広がるよう声かけを行うとともに、食器回

収率や来場者の利便性の向上を図るため、出店テント、飲食スペース、

ごみステーションの位置関係の見直し等を検討していく。 
 


